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波・流れによるモノパイル基礎局所洗掘および対策工効果の
実験的検討

Experimental Study of Local Scour Around Monopile Foundations Caused by 
Waves and Currents and the Effectiveness of Countermeasure
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要  旨

表 -1　実験条件一覧

図 -7　縦断方向断面図（洗掘対策工なし） 図 -12　無次元最大洗掘深 Smax/D と Ucw の整理

図 -3　洗掘対策工（袋型根固材）の敷設状況

　水深20m超となる大水深での着床式洋上風力モノパイル
基礎は、長期安定性の観点から洗掘対策が要求されてい
る。著者らは、波のみを外力とした移動床模型実験によりモ
ノパイル基部の局所洗掘と袋型根固材を用いた洗掘対策工
敷設範囲の検討を行った。しかし、洋上風力推進海域の海
流は表層において約1.0m/sあることが確認され、また既往
の研究により波と流れの同時作用の場合には、波だけの場

合より局所洗掘深が増加する報告もなされている。このよう
に安定性の検討には波のみならず流れの影響も考慮するこ
とが必須である。そこで本研究では、波と流れによるモノパ
イル基部局所洗掘および袋型根固材を用いた洗掘対策工効
果検証を目的とした移動床模型実験を実施し、袋型根固材
による洗掘対策工が波と流れに対しても効果があることを確
認した。
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図 -3　対策工の設置状況

図 -6　無次元間隙水圧鉛直分布（波浪条件 A）
図 -13　地盤内変動間隙水圧に関する実験と解析結果の比較

（波浪－地盤 FEM 連成モデル）　　　　　　 

石材を用いた洗掘対策工を設置した基礎地盤の波浪応答に関する研究

A Study on Wave Response of Foundation Ground with Scour Countermeasure 
Using Rock Bag

小林 誠 1), 青木 健太 2), 熊谷 隆宏 1), 片山 裕之 1), 白 可 3), 吉田 誠 3)
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　着床式洋上風力モノパイル基礎の安定性の観点から、袋
型根固材等の洗掘対策工についての研究成果は見られる
が、洗掘対策工を設置した場合の液状化に代表される地盤
の波浪応答特性に関する研究は少ない。
　本研究では、波浪の地盤応答理論に基づく相似則を提案
して、袋型根固材等の洗掘対策工を設置した場合の水理模

型実験を実施し、地盤の波浪応答特性を明らかにした。ま
た、実験で得られた地盤内の変動間隙水圧について、対策工
を設置しないケースでは鉛直一次元モデルにより、対策工を
設置したケースでは波浪-地盤FEM連成解析により、地盤の
波浪応答特性を精度良く評価できることを確認した。
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